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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　両端に一対の電極を形成し内部に水銀と不活性ガスが封入された放電管を備え、被照射

物に紫外線を照射させる放電管であって、

　前記放電管は、直管状で外径寸法が同一であって、前記一対の電極間に内径寸法が異な

る小径部と、前記小径部の両端に接続する大径部とからなることを特徴とする放電管。

【請求項２】

　両端に一対の電極を形成し内部に水銀と不活性ガスが封入された放電管を備え、被照射

物に紫外線を照射させる放電管であって、

　前記放電管は、直管状で外径寸法が同一であって、前記一対の電極間に肉厚の異なる小

径部と、前記小径部の両端に接続する大径部とからなることを特徴とする放電管。

【請求項３】

　前記小径部及び前記大径部は、軸方向の長さ比率を８：２に設定したことを特徴とする

請求項１又は２に記載の放電管。

【請求項４】

　前記大径部及び前記小径部は、内径寸法の比率を１０：８．４～８．６に設定したこと

を特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の放電管。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】
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　 本 発 明 は 、 特 に 被 照 射 物 に 所 定 波 長 域 の 紫 外 線 を 照 射 さ せ る 高 圧 放 電 ラ ン プ で あ る 誘 導

限 界 放 電 管 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 所 定 波 長 域 の 紫 外 線 を 照 射 す る こ と が で き る 高 圧 放 電 ラ ン プ が あ る 。 こ の よ う な 高 圧 放

電 ラ ン プ は 、 一 例 と し て 印 刷 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 。 紫 外 線 の 照 射 に よ っ て 硬 化 す

る Ｕ Ｖ イ ン キ （ 紫 外 線 硬 化 型 イ ン キ ） は 、 人 体 に 悪 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 溶 剤 を 用 い

る こ と な く 、 瞬 時 に 硬 化 す る な ど の 特 徴 が あ り 、 各 種 の 印 刷 物 に 適 用 さ れ て い る 。 Ｕ Ｖ イ

ン キ を 用 い た 印 刷 装 置 は 、 紫 外 線 を 照 射 す る 放 電 ラ ン プ を 備 え て い る 。 従 来 の 放 電 ラ ン プ

は 、 高 圧 放 電 ラ ン プ を 用 い て お り 、 Ｕ Ｖ イ ン キ を 硬 化 さ せ る 波 長 域 の 紫 外 線 を イ ン キ に 照

射 し て い る 。 こ の よ う な 高 圧 放 電 ラ ン プ を 備 え た 印 刷 装 置 は 、 印 刷 物 に 紫 外 線 を 照 射 さ せ

て イ ン キ を 硬 化 さ せ る 印 刷 工 程 と 、 段 取 り ・ メ ン テ ナ ン ス ・ 微 調 整 な ど の た め に 印 刷 工 程

を 止 め て 待 機 す る 待 機 工 程 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 般 に 高 圧 放 電 ラ ン プ は 、 紫 外 線 照 射 時 に お い て 発 熱 し 管 面 温 度 が 極 め て 高 温 と な る 。

こ の た め 、 高 圧 放 電 管 に は 冷 風 又 は 冷 水 に よ る 冷 却 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 一 例 と し て 特

許 文 献 １ に は 、 水 冷 式 の 高 圧 放 電 ラ ン プ が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 そ し て 待 機 時 に 被 照 射 物 か ら 放 電 管 を 離 間 さ せ た り 、 被 照 射 物 と の 間 に 遮 蔽 板 を 挿 入 し

た り し て 、 高 圧 放 電 ラ ン プ の 発 熱 に よ っ て 、 被 照 射 物 が 燃 焼 し な い よ う に し て い る 。 ま た

待 機 時 は 、 紫 外 線 照 射 の 出 力 を 低 下 さ せ て 、 電 力 消 費 量 を 低 減 し て い る 。 待 機 時 に 発 熱 を

抑 え る こ と が で き れ ば 、 冷 却 手 段 の 負 荷 を 低 減 し て 消 費 電 力 の 低 減 化 が 図 れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ４ ６ ９ ６ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 、 待 機 時 の 電 力 を 放 電 限 界 ま で 低 減 さ せ る と 電 流 値 が 降 下 し て 、 突 然 ア ー ク 揺 れ

が 起 こ り 、 所 謂 ス ネ ー ク 現 象 が 発 生 す る 。 ス ネ ー ク 現 象 は 、 放 電 管 の 内 壁 に ア ー ク が 粒 子

塊 と な っ て 衝 突 を 繰 り 返 し 、 管 壁 の 温 度 が 過 度 に 上 昇 す る 。 そ し て 膨 張 と 変 形 に よ っ て 管

壁 が 破 壊 さ れ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 放 電 限 界 時 に お け る ア ー ク 揺 れ は 、 ラ ン プ 電 圧 （ 電 位 傾 度 ） 値 を 低 下 さ せ れ ば 防 止 す る

こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 回 路 電 流 値 を 大 き く し な け れ ば な ら な い 。

　 し か し 電 流 値 を 大 き く す る と 、 金 属 疲 労 、 電 極 の 飛 散 に よ る 放 電 管 内 部 の 黒 化 、 電 極 封

止 部 の 酸 化 に よ る 気 密 破 壊 と リ ー ク を 引 き 起 こ す 要 因 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 従 来 の 高 圧 放 電 ラ ン プ は 、 一 例 と し て 、 印 刷 工 程 で ラ ン プ 電 力 を １ ６ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ で

紫 外 線 照 射 し て い る 。 そ し て 待 機 時 で は 高 圧 放 電 ラ ン プ の ラ ン プ 電 力 は 数 十 Ｗ ／ ｃ ｍ 、 一

例 と し て ８ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ ま で し か 低 下 さ せ る こ と が で き な い 。 ラ ン プ 電 力 を 数 十 Ｗ ／ ｃ ｍ 以

下 に す る と 放 電 管 が 立 ち 切 れ し て し ま う 。 放 電 管 が 一 旦 切 れ る と 、 再 度 点 灯 す る ま で に は

時 間 が か か り 、 そ の 間 、 印 刷 工 程 が 停 止 す る こ と に な り 効 率 的 で な い 。 効 率 的 な 印 刷 工 程

の た め に は 、 待 機 時 に お け る 高 圧 放 電 ラ ン プ が 立 ち 消 え す る こ と な く 、 で き る だ け ラ ン プ

電 力 を 抑 え る こ と が 望 ま し い 。 ま た 昨 今 の 電 力 の 供 給 不 足 の 状 況 で は 、 特 に 生 産 現 場 に お

け る 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 望 ま れ て お り 、 深 刻 な 問 題 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 紫 外 線 照 射 時 と 消 灯 時 以 外 の

待 機 時 に お け る ラ ン プ 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 放 電 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い
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る 。 ま た 本 発 明 は 、 放 電 限 界 時 に 起 こ る 立 ち 消 え を 防 止 す る こ と が で き る 放 電 管 を 提 供 す

る こ と を 目 的 と し て い る 。 ま た 本 発 明 は 、 待 機 時 に お け る ス ネ ー ク 現 象 の 発 生 を 抑 制 し て

放 電 管 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 は 、 両 端 に 一 対 の 電 極 を 形 成 し 内 部 に 水 銀 と 不 活 性 ガ ス が 封 入 さ れ た 放

電 管 を 備 え 、 被 照 射 物 に 紫 外 線 を 照 射 さ せ る 放 電 管 で あ っ て 、 前 記 放 電 管 は 、 直 管 状 で 外

径 寸 法 が 同 一 で あ っ て 、 前 記 一 対 の 電 極 間 に 内 径 寸 法 が 異 な る 小 径 部 と 、 前 記 小 径 部 の 両

端 に 接 続 す る 大 径 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 放 電 管 は 、 両 端 に 一 対 の 電 極 を 形 成 し 内 部 に 水 銀 と 不 活 性 ガ ス が 封 入 さ れ た 放

電 管 を 備 え 、 被 照 射 物 に 紫 外 線 を 照 射 さ せ る 放 電 管 で あ っ て 、 前 記 放 電 管 は 、 直 管 状 で 外

径 寸 法 が 同 一 で あ っ て 、 前 記 一 対 の 電 極 間 に 肉 厚 の 異 な る 小 径 部 と 、 前 記 小 径 部 の 両 端 に

接 続 す る 大 径 部 と か ら な る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 小 径 部 及 び 前 記 大 径 部 は 、 軸 方 向 の 長 さ 比 率 を ８ ： ２ に 設 定 す

る と よ い 。

　 ま た 前 記 大 径 部 及 び 前 記 小 径 部 は 、 内 径 寸 法 の 比 率 を １ ０ ： ８ ． ４ ～ ８ ． ６ に 設 定 す る

と よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 に よ れ ば 、 外 径 寸 法 が 同 一 で あ っ て 内 径 寸 法 の

異 な る 大 径 部 と 小 径 部 か ら な る 放 電 管 を 用 い る こ と に よ り 、 放 電 管 の 容 積 率 を 縮 小 さ せ る

こ と で 、 電 圧 の 降 下 に 伴 う 放 電 管 内 部 の 圧 力 の 急 激 な 減 少 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ

に よ り 、 紫 外 線 照 射 の 待 機 時 に お い て 、 ラ ン プ 電 力 を 数 Ｗ ／ ｃ ｍ ま で 低 下 さ せ て も （ 電 流

値 を 放 電 限 界 ま で 降 下 し た と き で も ） 、 放 電 管 が 立 ち 消 え す る こ と が な い 。 従 っ て 、 待 機

時 か ら 紫 外 線 照 射 工 程 へ ス ム ー ズ に 移 行 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 待 機 時 の ラ ン プ 電 力 を 低 減 す る こ と に よ り 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。

ま た 待 機 時 の 発 熱 を 抑 え る こ と が で き る 。

　 さ ら に い わ ゆ る ス ネ ー ク 現 象 が 発 生 す る こ と が な い た め 、 放 電 管 の 破 壊 が 起 こ ら ず 、 誘

導 限 界 放 電 管 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 の 構 成 概 略 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 の 点 灯 手 段 の 回 路 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 に よ る 水 銀 の 励 起 状 態 と 基 底 状 態 を 示 す 分 光 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 の 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 詳 細 に 説

明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 の 構 成 概 略 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 本

発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 １ ０ は 、 放 電 管 ２ ０ の 両 端 に 一 対 の 電 極 ３ ０ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 放 電 管 ２ ０ は 、 材 質 に 石 英 ガ ラ ス な ど を 用 い た 直 管 状 （ 棒 状 ） の ガ ラ ス 管 で あ る 。 管 内

部 に は 不 活 性 ガ ス 、 水 銀 、 ハ ロ ゲ ン 化 合 物 を 封 入 し て い る 。

　 本 発 明 の 不 活 性 ガ ス は 、 一 例 と し て 、 Ａ ｒ （ ア ル ゴ ン ） 、 Ｋ ｒ （ ク リ プ ト ン ） 、 Ｘ ｅ （

キ セ ノ ン ） の い ず れ か の 不 活 性 ガ ス を 用 い て い る 。 こ の 不 活 性 ガ ス は 放 電 管 ２ ０ 内 に 適 宜

の 圧 力 以 下 と な る よ う に 封 入 し て い る 。 ま た 水 銀 は 放 電 管 ２ ０ の 容 積 比 率 で 適 宜 の 量 で 放

電 管 ２ ０ 内 に 封 入 し て い る 。 さ ら に ハ ロ ゲ ン 化 合 物 は 、 一 例 と し て 、 Ｈ ｇ Ｉ ２ 、 Ｈ ｇ Ｃ ｌ
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４ 、 Ｈ ｇ Ｂ ｒ ２ な ど か ら い ず れ か １ つ を 選 択 し て い る 。 こ の ハ ロ ゲ ン 化 合 物 は 水 銀 の 封 入

量 に 対 し て 数 ％ 以 下 と な る よ う に 放 電 管 ２ ０ 内 に 封 入 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 放 電 管 ２ ０ の 内 部 に は 、 一 対 の 棒 状 の 電 極 ３ ０ が 対 向 配 置 さ れ て い る 。 な お 電 極 ３

０ は 、 一 例 と し て 、 材 質 に タ ン グ ス テ ン な ど を 用 い る こ と が で き る 。 各 電 極 ３ ０ は 、 放 電

管 ２ ０ の 両 端 に 気 密 に 埋 設 さ れ た 金 属 箔 ３ ２ を 介 し て 、 放 電 管 ２ ０ の 軸 方 向 の 外 側 に 突 出

し て 伸 び る 外 部 端 子 ３ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ せ て い る 。 金 属 箔 ３ ２ は 一 例 と し て 、 材 質 に モ

リ ブ デ ン な ど を 用 い る こ と が で き る 。 金 属 箔 ３ ２ 及 び 外 部 端 子 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 放 電

管 ２ ０ の 両 端 は 、 中 央 部 よ り も 小 径 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 放 電 管 ２ ０ の 一 対 の 電 極 ３ ０ 間 に は 、 石 英 ガ ラ ス 管 の 内 径 寸 法 が 異 な る 、 換 言 す れ ば 、

石 英 ガ ラ ス 管 の 肉 厚 が 異 な る 大 径 部 ２ ２ と 、 小 径 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 小 径 部 ２ ４ は

放 電 管 ２ ０ の 中 央 付 近 に 位 置 し 、 小 径 部 ２ ４ の 両 端 に 大 径 部 ２ ２ が 接 続 し て い る 。 な お 大

径 部 ２ ２ と 小 径 部 ２ ４ の 外 径 寸 法 は 同 一 と な る よ う に 設 定 し て い る 。

　 ま た 大 径 部 ２ ２ 及 び 小 径 部 ２ ４ は 、 各 内 径 寸 法 を Ａ と Ｂ と し た と き 、 比 率 を Ａ ： Ｂ ＝ １

０ ： ８ ． ４ ～ ８ ． ６ （ １ ０ ： ８ ． ４ ～ １ ０ ： ８ ． ６ ） に 設 定 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 放 電 管 ２ ０ の 小 径 部 ２ ４ は 、 一 例 と し て 、 内 径 寸 法 が １ ６ ｍ ｍ ～ １ ９ ｍ ｍ

の 石 英 ガ ラ ス 管 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 放 電 管 ２ ０ の 大 径 部 ２ ２ は 、 一 例 と し て 内 径

寸 法 が １ ９ ｍ ｍ ～ ２ ２ ｍ ｍ の 石 英 ガ ラ ス 管 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 放 電 管 ２ ０

の 外 径 は ２ ２ ｍ ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 放 電 管 ２ ０ は 、 一 対 の 電 極 ３ ０ 間 の 軸 方 向 の 長 さ を 、 ５ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ２ ５ ０ ｍ ｍ と

し て い る 。 ま た 電 位 傾 度 は ８ Ｖ ／ ｃ ｍ 以 下 と し て い る 。

　 そ し て 小 径 部 ２ ４ 及 び 大 径 部 ２ ２ は 、 放 電 管 ２ ０ の 軸 方 向 の 各 長 さ を Ｃ と Ｄ と し た と き

、 比 率 を Ｃ ： Ｄ ＝ ８ ： ２ に 設 定 し て い る 。 こ の よ う な 長 さ 設 定 に す る と 、 石 英 ガ ラ ス 管 の

外 径 は 同 一 で あ る た め 、 容 積 比 率 も ８ ： ２ と な る 。 こ の 場 合 、 小 径 部 ２ ４ の 軸 方 向 の 長 さ

Ｃ は 、 Ｃ ＝ ４ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。 ま た 大 径 部 ２ ２ の 軸 方 向 の 長 さ Ｄ は 、 ２ つ

合 わ せ て １ ０ ０ ｍ ｍ か ら ２ ５ ０ ｍ ｍ と な る （ 一 方 の 場 合 Ｄ ＝ ５ ０ ｍ ｍ ～ １ ２ ５ ｍ ｍ と な る

） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ の よ う な 誘 導 限 界 放 電 管 は 、 次 の よ う に 製 造 す る こ と が で き る 。

　 ま ず 外 径 を 同 一 と し 、 内 径 の 異 な る ２ 種 類 の 石 英 ガ ラ ス 管 を 用 意 す る 。 こ の う ち 大 径 の

石 英 ガ ラ ス 管 は ２ 本 と す る 。 ま た 小 径 の 石 英 ガ ラ ス 管 の 中 央 付 近 に は 、 封 止 用 の 封 止 管 が

接 続 さ れ て い る 。 次 に 大 径 の 石 英 ガ ラ ス 管 を 小 径 の 石 英 ガ ラ ス 管 の 両 端 に 溶 接 す る 。 そ し

て 大 径 の 石 英 ガ ラ ス 管 の 両 端 に 電 極 を 形 成 す る 。 電 極 を 形 成 し た 後 、 管 内 部 に 、 水 銀 、 ハ

ロ ゲ ン 化 物 、 不 活 性 ガ ス を 導 入 し て 、 封 止 管 に よ り 放 電 管 ２ ０ 内 を 封 止 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う な 内 計 寸 法 の 異 な る ２ 種 類 の 石 英 ガ ラ ス 管 を 用 い れ ば 、 外 径 寸 法 が 同 一 で あ っ

て 内 径 寸 法 の 異 な る 放 電 管 を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 内 径 寸 法 は 異 な っ て も 、

大 径 部 ２ ２ と 小 径 部 ２ ４ の 外 径 寸 法 は 同 一 で あ る た め 、 放 電 管 ２ ０ は 直 管 状 に 形 成 す る こ

と が で き 、 既 存 の 高 圧 放 電 ラ ン プ を 備 え た 印 刷 装 置 で あ っ て も 、 設 計 変 更 を 伴 わ ず に 適 用

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 １ ０ の 一 構 成 例 は 、 放 電 管 ２ ０ の 外 径 寸 法 が φ ２ ２ ｍ ｍ 、 小 径

部 ２ ４ の 内 径 寸 法 が φ １ ６ ｍ ｍ 、 大 径 部 ２ ２ の 内 径 寸 法 が φ １ ９ ｍ ｍ 、 一 対 の 電 極 ３ ０ 間

の 軸 方 向 の 長 さ 寸 法 が １ ２ ５ ０ ｍ ｍ 、 小 径 部 ２ ４ の 軸 方 向 の 長 さ が １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 、 大 径 部

２ ２ の 軸 方 向 の 長 さ が ２ ５ ０ ｍ ｍ （ １ ２ ５ ｍ ｍ × ２ ） で あ る 。 こ の 場 合 、 大 径 部 ２ ２ 及 び

小 径 部 ２ ４ は 、 各 内 径 寸 法 を Ａ と Ｂ と し た と き 、 比 率 が Ａ ： Ｂ ＝ １ ０ ： ８ ． ４ と な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 図 ２ は 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 の 点 灯 手 段 の 回 路 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 誘 導 限 界 放

電 管 の 点 灯 手 段 ４ ０ は 、 誘 導 限 界 放 電 管 １ ０ と 、 電 源 ４ ２ と 、 こ の 電 源 か ら 昇 圧 す る ト ラ

ン ス ４ ４ と 、 初 期 電 離 さ せ る た め の 漏 電 ブ レ ー カ ー ４ ６ と 、 出 力 を 調 整 す る 第 １ コ ン デ ン

サ ４ ８ 、 第 ２ コ ン デ ン サ ５ ０ と 、 サ イ リ ス タ ５ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ コ

ン デ ン サ ４ ８ ， ５ ０ の ス イ ッ チ の 切 り 替 え に よ り 、 紫 外 線 照 射 、 待 機 の 切 り 替 え を 行 う こ

と が で き 、 本 実 施 例 で は 一 例 と し て 、 ラ ン プ 電 力 を １ ６ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ 、 ８ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ の ２ 段

の 切 り 替 え に 設 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 第 １ コ ン デ ン サ ４ ８ 及 び 第 ２ コ ン デ ン サ ５ ０

と 、 誘 導 限 界 放 電 管 １ ０ の 間 に 接 続 さ れ た サ イ リ ス タ ５ ２ は 、 無 段 の 可 変 出 力 に 切 替 え る

こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ラ ン プ 電 力 を ８ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ よ り も さ ら に 低 下 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 １ ０ は 、 次 の よ う に 作 用 す る 。

　 例 え ば 、 印 刷 工 程 な ど の 紫 外 線 照 射 時 は 、 １ ６ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ の ラ ン プ 電 力 で 、 放 電 管 ２ ０

内 の 水 銀 が 励 起 し て 紫 外 線 が 発 生 す る 。 紫 外 線 は 紫 外 線 硬 化 イ ン ク が 塗 布 さ れ た 印 刷 物 な

ど の 被 照 射 物 に 照 射 さ れ て 、 紫 外 線 硬 化 イ ン ク を 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 一 方 、 紫 外 線 照 射 の 待 機 時 で は 、 点 灯 手 段 ４ ０ の サ イ リ ス タ ５ ２ に よ り ラ ン プ 出 力 を ８

０ Ｗ ／ ｃ ｍ 以 下 ま で 低 下 さ せ て い る 。 例 え ば 、 ラ ン プ 電 力 を 数 Ｗ ／ ｃ ｍ ま で 低 下 さ せ る と

、 放 電 管 内 で は 水 銀 が 励 起 状 態 か ら 基 底 状 態 へ 移 行 す る 。 水 銀 は 、 圧 力 の 低 下 に よ っ て 蒸

発 し な く な り 、 十 分 な 水 銀 蒸 気 圧 が 得 ら れ な く な る た め 照 度 が 低 下 す る 。 ま た ハ ロ ゲ ン 化

合 物 に つ い て も 励 起 状 態 か ら 基 底 状 態 へ 移 行 す る 。 し か し 放 電 管 ２ ０ 内 で は 不 活 性 ガ ス の

み が イ オ ン 化 し て 遊 離 し た 状 態 と な り 、 放 電 管 が 立 ち 切 れ す る こ と が な い 。 こ れ は 、 放 電

管 ２ ０ の 中 央 付 近 の 小 径 部 ２ ４ に よ り 、 容 積 率 を 低 減 し て 圧 力 の 急 激 な 減 少 を 抑 え る こ と

が で き 、 水 銀 及 び ハ ロ ゲ ン 化 合 物 は 基 底 状 態 と な っ て も 、 不 活 性 ガ ス の み が イ オ ン 化 の 状

態 を 維 持 で き る た め で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の よ う に 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 は 、 外 径 寸 法 が 同 一 で あ っ て 内 径 寸 法 の 異 な る 大 径

部 と 小 径 部 か ら な る 放 電 管 を 用 い る こ と に よ り 、 放 電 管 の 容 積 率 を 縮 小 さ せ る こ と で 、 電

圧 の 降 下 に 伴 う 放 電 管 内 部 の 圧 力 の 急 激 な 減 少 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 紫

外 線 照 射 の 待 機 時 に お い て 、 ラ ン プ 電 力 を 数 Ｗ ／ ｃ ｍ ま で 低 下 さ せ て も 、 放 電 管 が 立 ち 消

え す る こ と が な い 。 従 っ て 、 待 機 時 か ら 紫 外 線 照 射 工 程 へ ス ム ー ズ に 移 行 で き る 。 ま た 待

機 時 の ラ ン プ 電 力 を 低 減 す る こ と に よ り 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に い

わ ゆ る ス ネ ー ク 現 象 が 発 生 す る こ と が な い た め 、 放 電 管 の 破 壊 が 起 こ ら ず 、 高 圧 放 電 ラ ン

プ の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ３ は 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 に よ る 水 銀 の 励 起 状 態 と 基 底 状 態 を 示 す 分 光 図 で あ る 。

同 図 の 横 軸 は ２ ０ ０ ｎ ｍ か ら ６ ０ ０ ｎ ｍ の 波 長 （ ｎ ｍ ） 範 囲 を 示 し 、 縦 軸 は 発 光 強 度 (％ )

を 示 し て い る 。 ま た は 実 線 Ａ は 水 銀 が 励 起 状 態 （ ラ ン プ 電 力 ４ ０ Ｗ ／ ｃ ｍ 、 ２ １ ２ Ｖ × ９

． ４ ５ Ａ ） を 示 し 、 実 線 Ｂ は 水 銀 が 基 底 状 態 （ ラ ン プ 電 力 ３ ． ７ Ｗ ／ ｃ ｍ 、 １ ６ １ Ｖ × １

． ０ Ａ ） を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 示 の よ う に 水 銀 が 基 底 状 態 で は 、 ５ ６ ０ ｎ ｍ 付 近 に Ａ ｒ に 起 因 す る 波 長 が 現 れ て い る

。 こ の 水 銀 の 基 底 状 態 、 す な わ ち 待 機 時 の ラ ン プ 電 力 が 数 Ｗ ／ ｃ ｍ で あ っ て も 、 不 活 性 ガ

ス の Ａ ｒ が イ オ ン 化 し て い る た め 、 放 電 管 の 立 ち 切 れ が な い 。 ま た 、 水 銀 及 び ハ ロ ゲ ン 化

合 物 は 基 底 状 態 で あ る た め 、 ア ー ク 塊 が 発 生 せ ず 、 ア ー ク 塊 に 起 因 す る ス ネ ー ク 現 象 も 生

じ る こ と が な い 。 従 っ て 、 放 電 管 の 破 損 、 膨 張 、 歪 み が な く 、 電 極 部 の 気 密 破 壊 も 生 じ る

こ と が な い 。 よ っ て 電 極 部 の 金 属 疲 労 、 高 融 点 箔 の 溶 断 が な く 、 放 電 管 の 経 年 劣 化 が 起 こ

り に く く な り 、 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 紫 外 線 照 射 の 待 機 時 の 消 費 電 力 を

抑 え る こ と が で き る 。 よ っ て Ｃ Ｏ ２ 排 出 抑 制 効 果 に 貢 献 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 ま た 待 機 時 の ラ ン プ 電 力 が ３ ． ７ Ｗ ／ ｃ ｍ の と き の 放 電 管 ２ ０ の 管 面 温 度 は 約 ４ ０ ℃ で

あ り 、 励 起 状 態 の 放 電 管 ２ ０ の 管 面 温 度 は 約 ６ ５ ０ ℃ で あ っ た 。 こ の よ う に 、 待 機 時 の ラ

ン プ 電 力 を 低 下 さ せ る こ と に よ り 、 放 電 管 の 管 面 温 度 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。

従 っ て 、 冷 水 や 冷 風 に よ る 冷 却 手 段 の 負 荷 を 低 減 し て 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る

。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 誘 導 限 界 放 電 管 は 、 紫 外 線 硬 化 型 接 着 材 、 イ ン ク な ど の 硬 化 処 理 や 、 プ リ ン ト

基 板 な ど の 露 光 処 理 な ど 所 定 波 長 域 の 紫 外 線 を 照 射 さ せ る 分 野 に お い て 適 用 す る こ と が で

き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ ０ … … … 誘 導 限 界 放 電 管 、 ２ ０ … … … 放 電 管 、 ２ ２ … … … 大 径 部 、 ２ ４ … … … 小 径 部 、

３ ０ … … … 電 極 、 ３ ２ … … … 金 属 箔 、 ３ ４ … … … 外 部 端 子 、 ４ ０ … … … 点 灯 手 段 、 ４ ２ …

… … 電 源 、 ４ ４ … … … ト ラ ン ス 、 ４ ６ … … … 漏 電 ブ レ ー カ ー 、 ４ ８ … … … 第 １ コ ン デ ン サ

、 ５ ０ … … … 第 ２ コ ン デ ン サ 、 ５ ２ … … … サ イ リ ス タ 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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